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身体

加齢

健康寿命

フレイルとは？

〇年齢を心と体のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態

※https://www.kagoshima-kouiki.jp/frailty/

早く対策すれば進行を防ぎ、回復可能



フレイル対策の意味？

※https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1321.html

高齢者人口及び割合の推移
団塊の世代が後期高齢者に

2045年まで増加



フレイル対策の意味？ さらに・・・

参考：将来の介護需給に対する高齢者
ケアシステムに関する研究会報告書より

介護人材の不足

８０万人不足



フレイル対策
身体

加齢

健康寿命

なるべく早くフレイルを検出して対策する

早いほどすぐに健康にもどる

※https://www.kagoshima-kouiki.jp/frailty/

食事・運動・口腔ケア・社会参加など

健康寿命を延ばせる

健康で幸せな老後 税金・人材不足解決



呼吸・心拍・体動変化で

体調変化を計測

異常を検出し

アラートを出す

解決方法の提案
呼吸・心拍・体動(特許センサー)高感度呼吸センサー 3D加速度

同時計測

フレイルの進行度が測定？



データの取得方法

高齢者運動教室

高専が主体で行うことは非常に困難
(高専での生命倫理委員会の承認は得ている)

一般社団法人 香川県運動推進協会
代表理事 安部武矩

連携して計測
生命倫理の承認有

産総研のデータ収集事例有



データの取得方法



全体説明 ①4m歩行テスト

③TUG

②握力測定

④立ち上がりテスト ⑤バランステスト3種

フレイル計測実施状況

実際のデータ取得

Timed Up & Go Test 



取得データ

取得データについては特許取得の

可能性があるため非公開とします。



取得データのまとめ

〇取得データの分析結果

①呼吸センサを装着し測定したデータ
②状態把握カメラで撮影し処理したデータ

①・②の結果で関連が認められ
フレイルの疑いの早期発見に繋がる兆候が見られた

※データの詳細分析結果ついては特許取得の可能性があるため非公開とします。

お問い合わせ先

〒769-1192 香川県三豊市詫間町香田551
香川高等専門学校 電子システム工学科 教授

三﨑 幸典
E-mail:misaki@es.kagawa-nct.ac.jp

詳細なデータや結果についてはメールでお問い合わせ下さい



今後の予定・展開

〇深層学習(DL) を使用し解析実施

〇フレイルの専門的な研究と連携

国立研究所と連携予定

自宅で健康で幸せな老後を実現

〇呼吸センサ

自宅で見守り フレイル測定


